№Ｔ３０１１
府立茨木工科高等学校　定時制の課程
准校長　井上　直人

令和５年度　学校経営計画及び学校評価
１　めざす学校像
	「誠実明朗」「自主創造」「友情協力」の校訓のもと、明るく健康で、自らを高め、他人を尊重する人間性豊かな人格の形成をめざす。生徒と教職員の信頼関係をもとにした専門教育を通じて、勤労と責任を重んじ、幅広い技術を備えた社会人を育成する。
１　基礎学力と専門的な技能・技術を修得し、社会の中で主体的に生きる力を育てる。
２　協調性、規範意識を身につけ、周囲から求められる社会人を育てる。
３　地域社会の中での存在意識を高め、生徒が誇りをもてる学校づくりを進める。



２　中期的目標
	１　社会の中で主体的に生きる力を育てる

　（１）確かな学力の育成
　　　 ア　１人１台端末を活用した、個別最適な学びのある授業へと授業改善を推進し、基礎的・基本的内容の確実な定着を図る。
　　　 イ　主体的・対話的な深い学びのある授業へと、創意・工夫や教材（ＩＣＴ利用に活用も含め）等の改善を推進し、学習指導要領に基づく三つの資質・能力を育成するとともに、
確かな学力を身につけさせる。
　　　※生徒向け学校教育自己診断における「授業に関する満足度」の令和７年度肯定率90%以上をめざす。（R02 年度64.1%、R03 年度85.3%、R04 年度84.8%）

　（２）資格取得に対する意欲を高め、主体的に自己の将来を切り拓く能力を育成
　　　 ア　各種の資格取得を勧め、学習意欲の喚起と有用な技能修得を図る。
　　　※令和７年度も卒業生の資格取得率100%（一人一つ以上）を維持する。（R02 年度100%、R03 年度100%、R04 年度100%）


　（３）在学中の就労を促進するとともに、生徒の希望する進路実現の支援体制の充実
　　　 ア　未就労生徒に対して、個別指導と個別支援による就労促進を行う。
　　　 イ　キャリア教育、職業教育を充実させ、社会で自立できる力を育成する。
　　　 ウ　自己の個性や適性を理解し、主体的に進路を選択する能力や態度を育成する。
　　　※学校斡旋就職を支援し、令和７年度も就職希望者の正規雇用就職率90%以上、就職内定率100%をめざす。
　　　　（就職希望者の正規雇用就職率　R02年度100%、R03年度100%、R04年度100%　／　就職内定率　R02年度89%、R03年度100%、R04年度100%）


２　周囲から尊敬される社会人を育てる

　（１）授業規律の確立
　　　 ア　組織的な指導体制により、良好な学習環境と授業規律の確立を図る。
　　　※生徒向け学校教育自己診断における「良好な学習環境」の令和７年度肯定率80%以上を維持する。(R02 年度76.9%、R03 年度67.6%、R04 年度84.3%)

　（２）協調性や社会性の育成
　　　 ア　魅力ある学校行事、部活動を振興し、学校生活の魅力を高め、集団活動への参加促進を図る。
　　　 イ　ＳＮＳ等インターネット上や学校生活及び感染症等に起因する偏見や差別を許さない人権を尊重する教育を推進する。
　　　※令和７年度、１年次生の進級率90.0%以上をめざす。（R02 年度87.5%、R03 年度87.5%、R04 年度71%）



３　誇りをもてる学校づくり

　（１）地域連携を進め、学校への高い評価を獲得
　　　 ア　地域活動・公開講座の実施など、地域から見える特色ある学校の取組みを推進する。
　　　※生徒向け学校教育自己診断における「授業や部活動などで保護者や地域の人々とかかわる機会がある」の令和７年度肯定率100%をめざす。
　　　　（R02年度―(参加機会なし)　、R03年度―(参加機会なし)　、R04年度73.3%）

　（２）広報活動により、学校の取組みを広く伝える
　　　 ア　学校ホームページの充実、地域への広報を積極的に展開する。
　　　※令和７年度、中高連絡会・学校見学会等の参加者について、年間延べ50名以上を維持する。（R02 年度―(参加機会なし)、R03 年度―(参加機会なし）、R04 年度51名)

　（３）人材育成により、優れた教育の提供
　　　 ア　生徒のニーズに合致した、特色ある教育課程と優れた指導体制づくりの構築。
　　　※保護者向け学校教育自己診断における「本校の特色ある取組み」の令和７年度肯定率90%以上を維持する。（R02 年度100%、R03 年度100%、R04 年度77.8%）


４　働き方改革への取組み

　（１）分掌・委員会等の会議の目的を明確化し効率を図る
　　　 ア　会議資料のデータ化、ＩＣＴ活用による効率的な運営を図る。

　（２）定時退庁の促進、学校閉校日の活用ならびに有効な休暇取得の促進　
　　　 ア　教職員の業務分担の平準化を図り、健康増進・ストレス軽減により、働きやすい職場環境を実現する。
　　　 イ　各種ハラスメント防止に対する意識の啓発を図る。








【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】
	学校教育自己診断の結果と分析［令和６年１月実施分］
	学校運営協議会からの意見

	１　学校生活　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊肯定率等(%) R03 →R04 → R05
・この学校は他の学校にない特色がある　　　　　　　　　　　　　　　　　88.4→90.6→71.9
・授業はわかりやすく楽しい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55.8→90.6→87.5
２　学習指導
・授業で自分の考えをまとめ発表する機会がある　　　　　　　　　　　　　55.9→68.8→53.1
・教え方を工夫している先生が多い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67.7→86.7→84.4
・スライドなどの視聴覚機器やコンピュータを使う機会がよくある　　　　　85.3→84.4→81.2
・授業などでコンピュータやプロジェクターを活用している　　　　　　　　85.3→90.6→78.1
・学校は１人１台端末を効果的に活用している　　　　　　　　　　　(評価なし)→84.4→71.9
３　生徒指導
・先生はお互いに協力し合い、責任をもって授業やその他の仕事に当たっている。
88.2→92.2→81.2
４　進路指導
・将来の進路や生き方について考える機会がある　　　　　　　　　　　　　79.5→87.5→84.4
・学校は進路についての情報を提供している　　　　　　　　　　　　　　　88.3→96.9→84.4
５　その他
・学校で事件・地震や火災などが起こった場合、どう行動したらよいか知らされている
76.5→81.3→75
	１　「第１回」の主な質問
（１）スクール・ミッションやスクール・ポリシーが、学校や府教育庁ホームページに公開されること
　　　は分かりましたが、アドミッション・ポリシー以外は地域社会に対してであるならば、より多く
　　　の人に公開する為、紙媒体での公開などの必要があるのではないか？
（２）いじめアンケートの拡充はわかりましたが、長欠生徒についてもアンケートできていますか？
長欠理由が、いじめかも知れない。

２　「第２回」の主な質問
（１）一年生の欠席が多いのは、仕事（アルバイト）が理由で学校に来れない生徒が多いと、一言に、
説明しても、実際は、仕事だけが理由ではなく、いろんな理由の生徒がいると思う。家庭状況や
勤務先の環境も含めて、長欠生徒の背景を把握して、担任の先生が若手であれば、進路指導の先
生や、教員経験の長いベテランの先生方でサポートをして、生徒対応をしてほしい。
（２）「いじめアンケ―ト」の質問項目が本人への問いのみになっている、「いじめを見かけた」などの
第三者視点の問いも追加したほうがいいのでは。
（３）いじめアンケートに回答できていない長欠生徒が「いじめと欠席との因果関係はない」との確実
　　 な判断は、難しいと思うので、きめ細かく慎重にしていただきたい。

３　「第３回」の主な質問
（１）学校経営計画と学校評価について、「学校教育自己診断（生徒）」が、本年度は昨年度に比べて、
全体的に下がった要因は、回答率が上がり精度が上がったということは良いことです。しかし、
生徒数が少なく１人が３％持っていると思うので、肯定率が下がったからといって、△の評価
の必要はないのでは。
（２）「いじめアンケ―ト」の回答の「少ししんどい」とは、何がしんどかったのですか？




３　本年度の取組内容及び自己評価
	中期的
目標
	今年度の重点目標
	具体的な取組計画・内容
	評価指標　[R４年度値]
	自己評価

	１
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	（１）確かな学力の育成
ア　１人１台端末を活用した、個別最適な学びによる基礎的・基本的内容の確実な定着








イ　主体的・対話的な深い学びのある授業を推進し、学習指導要領に基づく三つの資質・能力の育成






（２）資格取得に対する意欲を高め、自己の将来を切り拓く能力の育成
ア　各種の資格取得を勧め、学習意欲の喚起と有用な技能取得を図る。




（３）正規就労の拡大
ア　個別の指導・支援による就労指導
	（１）授業改善のため公開授業を実施。
ア・授業において１人１台端末を活用の確認テスト等を実施し、生徒の学力把握および、個別最適な学習を推進し、基礎学力の定着を図る。



・生徒の学習意欲を喚起するよう、わかる授業・できる授業をめざし、振り返り学習による学力の定着を図る。


イ・主体的・対話的な授業となるよう授業改善を行う。教材の共有化を図り、授業準備等の業務効率化を図る。







（２）


ア・溶接技術、CAD、製図、計算技
術等、授業内容と関連する資格取得への講習及び個別指導の充実を図る。
・３級自動車整備士試験の自動車系列
の受験率向上と、合格率向上をめざ
し、日々の授業と講習の充実を図る。

（３）
ア・求人開拓、個別指導を継続的に実施
強化し、正規就職に向けた支援を行う。
 ・将来のキャリアを見通した進学指導を
行う。
	(１)
ア・１人１台端末を利用した個別最適な学びのある公開授業を、校内で10回以上実施し、基礎学力を定着させる。
（生徒向け学校教育自己診断）　「学校は１人１台端末を効果的
に活用している。」　肯定率85% 以上をめざす。［84.4%］
（授業アンケート）「先生は、授業中に生徒の学習状況をよく把握
しようとしている。」　肯定率85％以上を維持　[87％]

･ （生徒向け学校教育自己診断）　
「授業が楽しくわかりやすい」肯定率85%以上維持。［90.6%］
（授業アンケート）「あなたは、授業を受けて、知識や技能が身に付いたと感じている」　肯定率85％以上を維持　[85％]

イ・１人１台端末を利用した主体的・対話的な深い学びのある公開授業を、校内で10回以上、校外４回以上実施する。
（生徒向け学校教育自己診断）　「授業で自分の考えをまとめたり、発
表する機会がある。」肯定率70%以上をめざす。［68.8%］

（教員向け学校教育自己診断)　「思考力を重視した問題解決的な学
習指導を行っている」 肯定率80%以上をめざす。［75%］　
（教員向け学校教育自己診断)　｢グル－プ学習を行うなど、学習形態
の工夫・改善を行っている。｣肯定率60%以上をめざす［53.3%］

（２）


ア・各種資格取得を奨励し、資格取得生徒の増加を図る。
卒業年次生の取得率100%を維持。[100%]

　・自動車系列の生徒の３級自動車整備士試験の受験率70%、合格率
100％をめざす。　[R04年度60% 受験　（100%）合格]


（３）
ア・就職希望者の応募前職場見学率100% 維持　[100%]
・就職希望者の正規雇用就職率100% 維持 [100%]　
　・就職内定率100% 維持 [100%] 
　 ・進学希望者の合格率80% をめざす [75% (３名)]

（生徒向け学校教育自己診断）　「将来の進路や生き方について考え
　る機会がある。」　肯定率90%以上をめざす。［87.5%］
	（１）
ア・１人１台端末を利用した個別最適な学びのある公開授業を、校内で12回実施。
（生徒向け学校教育自己診断）　「学校は１人１台端末を効果的
に活用している。」　71.9%【△】　→１人１台端末でない授業がいいという生徒がいて効果的と思っていないのかも知れない。
（授業アンケート）「先生は、授業中に生徒の学習状況を把握しようとしている。」肯定率87.3％【〇】
・ （生徒向け学校教育自己診断）　
「授業が楽しくわかりやすい」肯定率87.5%　【〇】
（授業アンケート）「あなたは、授業を受けて、知識や技能が身に付いたと感じている」肯定率85.1％　【〇】

イ・１人１台端末を利用した主体的・対話的な深い学びのある公開授業を、校内で12回、校外４回実施。
（生徒向け学校教育自己診断）　「授業で自分の考えをまとめたり、発表する機会がある。」肯定率53.1%　【△】　→発表が苦手な生徒が例年より多かったと考えられる。
（教員向け学校教育自己診断)　「思考力を重視した問題解決的な学習指導を行っている」 肯定率80%　【〇】　
（教員向け学校教育自己診断)　｢グル－プ学習を行うなど、学習形態の工夫・改善を行っている。｣肯定率79%　【◎】

（２）


ア・ガス溶接６名合格
計算技術検定（４級）５名（３級）１名合格
　　　　　　卒業年次生の資格取得率100%。【〇】
・３級自動車整備士試験の受験率100%（６名中６名）【◎】
３月受験し合格率100％をめざす。【100%】


（３）
ア・就職希望者の応募前職場見学率100％【〇】
・就職希望者の正規雇用就職率100%　【〇】
・就職内定率100%　【〇】
・進学希望者の合格率100％　【◎】

（生徒向け学校教育自己診断）　「将来の進路や生き方について考える機会がある。」　肯定率84.4%。【△】　
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	（１）授業規律の確立
ア　組織的な指導体制と良好な学習環境、授業規律の確立





（２）協調性や社会性の育成
ア　学校生活の魅力を高め、集団生活への参加を促進
























イ　偏見や差別を許さない人権尊重教育を推進

	（１）
ア・全教職員による生活指導体制を確立し、良好な学習環境を維持する。






（２）
ア・規範意識、社会性育成のための講座、ICT機器の利活用を通して情報活用能力等を養成し、社会人としてのマナーやモラルを主体的に身につけさせる。





・高校生活支援カードを活用し、家庭及び中学校・外部機関との連携を深め、きめ細かい支援体制により学校生活への定着を図る。




・部活動への積極的な参加を促し、個人または集団での行動範囲を広げ、学校生活の充実を図る。
・生徒秋季発表大会への参加により、生徒の能力を引き出す




イ・人権HR等の指導を徹底し、学校内外における人権尊重意識を持たせる。
	（１）
ア・（授業アンケート）「あなたは、授業中は集中して先生の話を聞いて学習に取り組んでいる。」　肯定率90％以上をめざす　[86％]
（生徒向け学校教育自己診断）　「学校では、生活規律や学習規律など
の基本的習慣の確立に力を入れている。」肯定率80%以上をめざす。［78.2%］
（生徒向け学校教育自己診断）　「授業でわからないことについて、先生に質問しやすい。」肯定率90%以上を維持。［90.4%］

（２）
ア・（生徒向け学校教育自己診断）　「授業などで、豊かな心や人の生き
方について考える機会がある」肯定率80%以上をめざす。　［78.1%］


（教職員向け学校教育自己診断）　「教育活動において、生徒に社会規
範や市民道徳を守る意識が育まれる機会をつくるよう配慮している。」
肯定率70%以上を維持。［73.3%］
「懲戒指導件数」　５件以下」［１件］

・（生徒向け学校教育自己診断）　「先生は、日常生活や家庭生活について私たちが困っていることがあれば真剣に対応してくれる。」
　肯定率90%以上をめざす。［87.5%］

「年間退学者」　５名以下を維持　［１名］　
「欠席の多い生徒(年間30日以上)」　10名以下をめざす　［15名］
「１年次生の進級率」　75％以上をめざす　［71%］

・外部の大会等に参加する部活動の増加　［写真部３名］


（生徒向け学校教育自己診断）　「部活動に積極的に取り組んでいる」
における肯定率65%以上をめざす。[62.9%]
・生徒秋季発表大会への参加を維持。
　「生活体験発表」　不参加　　「舞台発表」　不参加
　「展示発表」　参加　［写真４名､美術９名､書道１名出展］

イ・（生徒向け学校教育自己診断）　「人権について学ぶ機会がある」肯定率80%以上をめざす。［78.1%］
　
	（１）
ア・（授業アンケート）「あなたは、授業中は集中して先生の話を聞
いて学習に取り組んでいる。」　肯定率85％　【△】　→集中する
ことが、難しい生徒がいると考えられる。
（生徒向け学校教育自己診断）　「学校では、生活規律や学習規律などの基本的習慣の確立に力を入れている。」肯定率84.４%　【◎】
（生徒向け学校教育自己診断）　「授業でわからないことについて、先生に質問しやすい。」肯定率87.5 % 【△】→教員体制による質問の機会が取れない場合があったかもしれない。
（２）
ア・（生徒向け学校教育自己診断）　「授業などで、豊かな心や人の
生き方について考える機会がある」肯定率65.7％　【△】


（教職員向け学校教育自己診断）　「教育活動において、生徒に社会規範や市民道徳を守る意識が育まれる機会をつくるよう配慮している。」肯定率57.9 % 【△】
「懲戒指導件数」　15件 【△】

・「個別の支援計画」や「個別の指導計画」を作成した。
（生徒向け学校教育自己診断）　「先生は、日常生活や家庭生活について私たちが困っていることがあれば真剣に対応してくれる。」
　肯定率81.3%　【△】
「年間退学者」　６名　【△】
「欠席の多い生徒（年間30日以上）」　11名　【△】
「１年次生の進級率」　53%　【△】

・バスケットボール部(２回)、軽音楽部（１回）、写真部(１回)、自動車部(２回)、外部大会に参加した。【◎】

（生徒向け学校教育自己診断）　「部活動に積極的に取り組んでいる」における肯定率68.8 %　【◎】
・生徒秋季発表大会の参加生徒は増加した。【◎】
「舞台発表」　軽音楽部　１バンド３名
「展示発表」　写真１名、美術９名

イ・人権HRは10月に実施。
（生徒向け学校教育自己診断）　「人権について学ぶ機会がある」肯定率75%　【△】
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（１）地域連携の促進
ア　地域から見える特色ある学校の取組みを推進。





（２）広報活動の展開
ア　学校の特色を広く伝える活動を展開。














（３）優れた教育環境の提供
ア　生徒のニーズに合致した特色ある教育課程と指導体制づくり











イ　安全安心な学校づくり
	
（１）ア・地域連携活動について、生徒会に
て活動内容を検討する。
・小学生対象「夏休み工作教室」の実施。
・市内幼稚園等への実習作品の寄贈の
継続。
　


（２）ア・学校行事を保護者および地域に公開し、広報活動を展開する。






・学校の活動が鮮明に伝わるよう創意工
夫に努めた学校ホームページの活用。



・中学校訪問や学校説明会や体験入学等
により教育内容の周知を図る

（３）
ア・工業系科目の充実を図り、生徒が意
欲的に取組める教材を適切に選択す
るとともに、ニーズに合致するように保
護者への授業参観の機会を増やす。





・全教員が相互見学できるように公開授業
を計画し、研究授業参加、研修派遣等
も推進し、授業力向上と授業改善を図
り、優れた学習環境をめざす。


イ・生徒への避難訓練や交通安全教室、
教職員への食物アレルギー研修やAED講習の実施。
　・校内安全点検の実施。
　・個人情報の適切な管理を徹底する。

	
（１）ア・（生徒向け学校教育自己診断）「授業や部活動などで、保護者や地域の人々とかかわる機会がある。」肯定率70％以上を維持　[73.3％] 
・「夏休み工作教室」の参加者20名以上。［―］（感染症拡大により中止）
・実習作品（木製ベンチ）の寄贈５件以上を維持。［５園10台］




（２）ア・学校行事(球技大会・文化祭)等への保護者・地域住民の参加者延べ50名以上を維持。［51名］
　　(保護者向け学校教育自己診断)　「学校は保護者や地域の人が授業に参加する機会を設けている。」　肯定率100％を維持。［100%］




　・ホームページ更新(教員・准校長ブログ発信を含む)による情報発信年間80回以上をめざす。[81回]
　（保護者向け「学校教育自己診断」　「ホームページをよく見る」における肯定率50%以上をめざす。［40％］

・中高連絡会、中学校訪問35校以上をめざす」　［32校］
・中学校への学校説明会等の参加者延べ20名以上をめざす。［15名］

（３）
ア

・(保護者向け学校教育自己診断)　「この学校には、他の学校にない
特色ある教育活動に取り組んでいる」　肯定率80%以上をめざす。
[77.8%]

・(生徒向け学校教育自己診断)「この学校には、他の学校にない特色が
ある」における肯定率85%以上を維持。[90.3%]

・(教員向け学校教育自己診断)　「学校内で他の教員の授業を見学する
機会がある」　肯定率85%以上をめざす。[8１.3%]
（教員向け学校教育自己診断）　「教員の間で、授業方法等について検
討する機会を積極的に持っている。」　肯定率70%以上をめざす。
[66.6%]
　
イ・(生徒向け学校教育自己診断)　「学校で、事件・ 地震や火災などがおこった場合、どう行動したらよいか知らされている」　肯定率85%以上をめざす。[81.３%]


　・産業医による校内巡回点検(年２回)および機械工場、自動車工場の定期点検の実施により安全な学習環境を保持。[すべて実施]
　・（生徒向け学校教育自己診断）「成績などの内容についてプライバシーが守られている」　肯定率100%をめざす。[93.7%]
　（保護者向け学校教育自己診断）「学校では、子どもに関する個人情報が守られている」　肯定率100%を維持する。[100%]
	
（１）ア　実習体験（学校説明会）において、生徒会を中心とした生徒が、協力生徒として、地域の中学生と連携できた。
・（生徒向け学校教育自己診断）「授業や部活動などで、保護者や地域の人々とかかわる機会がある。」肯定率67.8％　【△】
・近隣の三島小学校６年生３クラスの100名に対し、出前ものづくり授業をクラスごとに、３回に分けて実施。
・課題研究の授業で製作した木製ベンチを８台寄贈【〇】


（２）ア・保護者参加行事として、球技大会を１回多くし、授業参観
日数も４日間多くした。のべ56名【◎】
(保護者向け学校教育自己診断)　「学校は保護者や地域の人が授業に参加する機会を設けている。」　肯定率77.8％【△】
→「この学校の授業参観や学校行事に参加したことがある。」の肯定率が40%から66.7%を増加しているので、もっと参加したいので、さらに機会を設けることを期待していると考える。

・ホームページの更新は、82回　【〇】
（保護者向け「学校教育自己診断」　「ホームページをよく見る」における肯定率22%　【△】　→　よく見るかどうかについて、回答の感覚もある、更新の連絡をもっとするべきと考える。

・中高連絡会10校、中学校訪問26校でのべ35校　【〇】
・「中学校への学校説明会等の参加者延べ、23名　【〇】

（３）
ア･保護者への授業参観を４日間多くする中で、特に、工業科目の実習を紹介した。
(保護者向け学校教育自己診断)　「この学校には、特色ある教育活動に取り組んでいる」　肯定率100%　【◎】


・(生徒向け学校教育自己診断)「この学校には、他の学校にない特色がある」における肯定率71.9%。【△】

教員の相互授業見学をする授業の機会を多くした。
・(教員向け学校教育自己診断)　「学校内で他の教員の授業を見学する機会がある」　肯定率95%　【◎】
（教員向け学校教育自己診断）　「教員の間で、授業方法等について検討する機会を積極的に持っている。」　肯定率84.2%　【◎】

イ・(生徒向け学校教育自己診断)　「学校で、事件・ 地震や火災などがおこった場合、どう行動したらよいか知らされている」　肯定率75%　【△】　→今年度は、新たに「防災だより」を生徒配付したが、自己診断の後であった為、反映されなかった。常日頃からを意識するべきだった。
　・産業医による校内巡回点検(年２回)および機械工場、自動車工場の定期点検の実施により安全な学習環境を保持。【〇】
・個人情報の管理は、毎回の考査前に、注意喚起を実施し、12月
の改訂版については、１月の職員会議で講習を実施した。
・（生徒向け学校教育自己診断）「成績などの内容についてプライバシーが守られている」　肯定率84.4%　【△】
　（保護者向け学校教育自己診断）「学校では、子どもに関する個人情報が守られている」　肯定率100%　【〇】
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（１）会議目的を明確化し効率化を図る
ア　会議資料のデータ化、
ICT利用による効率的な運
営

（２）定時退庁の促進及び
有効な休暇取得の促進
ア　働きやすい職場環境
づくり


イ　各種ハラスメント防止に対する意識の啓発
	
（１）ア・各会議室をICT利用により効率的
な会議運営できる場をして整備する。
・各種会議をＩＣＴ利用により、資料や説明を効率的にし、教職員間の意思疎通や意見交換に有効な時間を確保する。

（２）　 
ア・校務の業務効率化を図り、ストレス軽
減・健康増進に向け、働きやすい職場環境を実現する。


イ・各種ハラスメントについて、日常的に注意喚起し、責任ある行動を求めるとともに、各種ハラスメントの職員研修を行う。
	
（１）ア・（教員向け学校教育自己診断）「職員会議をはじめ各種会議が、
教職員間の意思疎通や意見交換の場として有効に機能している。」
における肯定率70%以上をめざす。[68.8%]



（２）ア・ストレスチェックにおいて、全国平均を100とした場合の、
A仕事の量的負担・コントロール度　85以下を維持　［81］
B職場のサポート　100以下を維持　［94］
C総合健康リスク　80以下を維持　［76］


イ・教員向け学校教育自己診断「教職員間の相互理解がなされ、信頼関係に基づいて教育活動 が行われている」肯定率60%以上をめざす 。[56.3%]

	
（１）ア・現在、運営委員会、職員会議のICT化が図られている。
（教員向け学校教育自己診断）「職員会議をはじめ各種会議が、
教職員間の意思疎通や意見交換の場として有効に機能している。」における肯定率75%　【◎】


（２）ア・ストレスチェックにおいて、全国平均を100とした場合の、
A仕事の量的負担・コントロール度　85　【〇】
B職場のサポート　102　【△】
C総合健康リスク　86　【△】
　　　　→今後は、相談しやすい職場環境づくりをする。

イ・教員向け学校教育自己診断「教職員間の相互理解がなされ、信頼関係に基づいて教育活動 が行われている」肯定率75%
　　【◎】




